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治療モデル（Arvidson, Kinniburgh, Howard, Spinazzola,
Strothers, Evans, Andres, Cohen, & Blaustein, 2011; Kin-
niburgh, Blaustein, & Spinazzola, 2005）の導入につなが
るものとして高く評価されている（山下，2016）。
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いう基本単位を実施することはなく，他の専門機関に委
ねることになる2。以下にARCフレームワークの基本単
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